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鈴森理事長：本日はどうぞよろしくお願いいたします。
岡﨑会頭：こちらこそよろしくお願いいたします。
鈴森理事長：まず、岡山商工会議所の役割や課題な
どお考えがありましたらお話しいただきたいと思いま
す。
岡﨑会頭：岡山商工会議所は名前の通り地域の発展
と経済や産業の振興に関わっています。その中で今
年一番の課題は岡山市の発展とイオンモール岡山の
開業だと考えています。イオンモール岡山が開業す
るだけで大きな出来事ですが、そこに多くの方がい
らっしゃることで交通問題やまちづくり全体に関わって
くる課題だと考えています。
鈴森理事長：産業の振興に関わるということですが、
どういった活動が中心になりますか。
岡﨑会頭：明治時代は起業する方に記帳の仕方やそ
ろばんの打ち方など基本的なことを指導していまし
た。今でもそれは行っていますが、現在は商店街の
ディスプレイの配置の仕方から労働問題や給料の問
題などありとあらゆる相談にのっています。最近問題
になっているのは事業承継、跡継ぎにどの様に会社
を引き継ぐか相談をたくさん受けています。また、
海外進出をされる方が多いのでそういった相談も増
えています。必要とあれば弁護士や会計士といった
方々と組んで色々な問題を解決しています。
鈴森理事長：今は若い方が新しい事業を立ち上げる
機運が高まっていますが、そういった手助けもされて
いるのですか。
岡﨑会頭：もちろんです。創業は良い事です。今は
創業より廃業の数が上回っている時代で、企業が減っ
ているので何とか増やしたい。創業塾や起業講座を
行い企業を増やす努力と新規参入の手助けなどもし
ています。

鈴森理事長：４月から消費税が増税されましたが、お
かやまにどのような影響を及ぼすとお考えですか。
岡﨑会頭：景気に与える影響は、３月まで駆け込み
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需要で前取りした分、４月がどれだけ落ちるか心配し
ています。中小企業は増税分を値段に上乗せできる
か問題になっています。企業によっては上乗せでき
ず、ますます苦しい立場に置かれています。円安分
も転嫁できず増税分も転嫁できないとなると事業とし
て成り立たなくなります。その辺りをどうすれば解決
できるか考えています。
鈴森理事長：昨年１０月に市長が代わりましたが、岡
山市との関わりに変化はありましたか。
岡﨑会頭：市長はまだ就任１年に満たない中で、積
極的に動かれていてたいへん好印象を持っています。
私達とはまちづくりで連携が深く、色々な社会実験を
行う予定があるので協力しています。他にもイオン
モール岡山とは別に交通問題がありますが、それも
岡山市と岡山商工会議所が委員会を作って協議して
います。
鈴森理事長：かなり深い連携がありますね。市長が
回遊性を高める、魅力づくり、駅前への乗り入れな
どをキーワードにされていますが、岡山商工会議所と
してどのようにお考えですか。
岡﨑会頭：私達も同じことを考えていました。まちは
昔から人が住むところと楽しむところがコンセプトで
すから、市長が目標とされる回遊性を高めることに私
は大賛成です。そして、にぎわいを創ることも市長は
考えておられると思いますので、全面的に協力してい
きたいと考えています。
鈴森理事長：市長は国土交通省出身ということもあ
り、その辺りは得意分野ではないでしょうか。
岡﨑会頭：プロです（笑）。岡山商工会議所も路面
電車の延長問題や吉備線のＬＲＴ化に取り組んでいま
すが、それらを前に進めるためには行政のちからが
なければとてもできません。そういった懸案事項を進
めてくれる市長は私達としてたいへんありがたい。

鈴森理事長：この秋にイオンモール岡山が開業予定
で、年間２０００万人の来客が見込まれていますが、
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今後の影響や対策の概要を聞かせていただければと
思います。
岡﨑会頭：イオンモール岡山が開業することでまち
のにぎわいに繋げていかなくてはいけません。マイ
ナス面もありますが、まずは街中へひとを流入させる
仕組みが必要です。市がおかやまに回遊性を持たせ
るために援助はできても、その場所に魅力がなけれ
ば実現しません。各商店街や各地域は魅力を創り出
す自助努力が必要なところです。後楽園や岡山城を
含めたカルチャーゾーンについても同じことが言えま
す。イオンモール岡山に買い物に来たので表町ある
いは後楽園に寄ってみよう、という気持ちを興すこと
ができればまちのほんとうの活性化に繋がります。
鈴森理事長：イオンモール岡山は店舗数も多く、一
日中遊べますので、その中で完結してしまう方が多
いのではと強い危機感を持っています。皆様がせっ
かく街中へ出てこられるので、まちのメリットを最大
限活かすことが必要だと思います。
岡﨑会頭：けれど、イオンモール岡山に全てが揃っ
ているわけでなく、そこにはない魅力がまわりにはあ
ると思いますので、それを発揮できれば問題ないと
考えています。イオン出店協議会というものを立ち
上げました。話し合いの中でイオンモール岡山に関
する情報を収集して皆様に情報をお渡しして、一早く
対応していただく形をとっています。もし、イオンモー
ル岡山の出店がなかったら現状のままで安泰か、と
いうとそうでありません。既にシャッター通りの商店
街が問題になっているように、やはり改善策は必要な
のです。イオンモール岡山の開業はその現象を加速
するだけです。これを機会におかやまの活性化のきっ
かけとしてほしいです。
鈴森理事長：これまで通りのことや、イオンモール
岡山と同じことをしていても経営が改善されないこと
がわかるだけで活気に繋がりそうですね。カルチャー
ゾーンの話がありましたが、おかやまの魅力を発信す
るためにますます必要性が増してきますね。
岡﨑会頭：政令指定都市の中で、街中に大きな緑地
帯や庭園がある都市は珍しい。おかやまは後楽園や
運動公園といった素晴らしい場所が街中にある魅力
ある都市です。
鈴森理事長：昔からポテンシャルの高い都市と言わ
れていますが。
岡﨑会頭：今もそのままですね（笑）。そのままでは
いけない。まちについて、いつも市民の皆様が関心
を持って行動する必要があります。

鈴森理事長：岡山青年会議所に期待することはあり
ますか。
岡﨑会頭：昔から岡山青年会議所に対する周りから
の期待は変わっていないと思います。まちづくりを担
い、リーダーシップを磨いていく場が岡山青年会議
所で、そこから巣立ったひとがおかやまを引っ張って
います。前市長もＯＢですし、全部とは言いませんが
活躍しているほとんどの人が岡山青年会議所の卒業
生です。けれど、運営に関しては時代と共に変更して
いかなくてはいけません。人数の減少は運営に問題
があるのかもしれません。あとは、岡山青年会議所
の活動が面白すぎるのも問題かもしれません。入会
したら活動にのめり込んでしまいますよね（笑）
鈴森理事長：（笑）岡﨑会頭ものめり込まれたのです
か？
岡﨑会頭：楽しかったですね。時代が良かったことも
ありますが青年会議所活動はやりがいがありました。
私は昭和５０年の７月に入会して昭和５８年に卒業する
まで８年半活動しました。第１次、第２次石油ショック
があったとはいえ、まだまだ岡山青年会議所は元気
で活気がありました。当時、国鉄・電電公社・専売
公社を民営化しようという機運が高まっていて、本田
宗一郎さんや瀬島龍三さんを呼んで民営化運動の大
会を開いたことが一番の思い出です。石油ショックを
受けて、「このまま国に任せていては危ない！」と皆
たいへんな危機感をもっていました。例会に市長候
補を呼んで答弁をしてもらったこともあります。
鈴森理事長：そういった勢いがある時代と比べると、
同じようなことはできないのですが、元気があるなと
思われる活動をしていきたいと思っています。会員拡
大も足を使ってひとりひとり説明すると、分かってく
れる方も増えてきています。
岡﨑会頭：営業の基本ですね。相手のところへ行っ
て売り込まないと商品も売れませんから。ひとつは活
動そのものの質、もうひとつは会員の増加がないと
影響力に繋がりません。
鈴森理事長：会員を増やしてかつての勢いを取り戻
せるよう、活動を頑張って参ります。
岡﨑会頭：人数を増やすだけでなく、自ら入りたいと
思える魅力的な活動を行って下さい。
鈴森理事長：今後ともお力添えをよろしくお願いい
たします。
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